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研究成果の概要（和文）：医療における「へき地」の度合いを表す尺度として医療のためのへき地尺度
（Rurality Index for Japan: RIJ)を開発した。RIJは郵便番号ごとに人口密度・直近の二次及び三次救急病院
までの距離・離島・特別豪雪地帯の4つの指標をスコア化したものであり、1が最も都市部、100が最もへき地を
表す。現在までに関連する英語論文4編が発表され、学術講演9件が行われている。RIJは申請すれば無償で研究
利用が可能であり、これまで100名以上の研究者、行政職員が申請を行っている。また、へき地医療に携わる医
療者による研究ネットワークを立ち上げ、現在86名が参加している。

研究成果の概要（英文）：The Rurality Index for Japan (RIJ) was developed as a measure of the degree 
of “rurality” in healthcare. The RIJ consists of population density, distance to a secondary or 
tertiary hospital, island, heavy snow area. In the RIJ, one represents the most urban areas and 100 
the most remote areas. The RIJ is available free of charge upon application, and more than 100 
researchers and government officials have applied for use of the system so far. We also developed a 
research network, including 86 members, for rural healthcare providers.

研究分野：へき地医療
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究では医療における「へき地」の度合いを表す尺度を作成しました。この尺度では全国の郵便番号、市
区町村、二次医療圏ごとに1-100でへき地度を表現することができます。この尺度を用いることで、へき地と都
市部の医療にどの様な違いがあるかという研究を行うことができます。また、へき地医療従事者による研究ネッ
トワーク「るーらるリサーチネット」を立ち上げ、現在86名が参加しています。今後はこの尺度とネットワーク
を活用して、へき地医療のやりがいや改善点を見える化する研究を行い、へき地医療の質向上、人材確保に繋げ
ていきたいと考えています。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
わが国における「過疎地域」の人口は約 1千 110万人で、全人口の約 10%、国土の約 59%を占
めている。厚生労働省の「第 7次医療計画」において「へき地」は、「交通条件及び自然的，経
済的，社会的条件に恵まれない山間地，離島その他の地域のうち医療の確保が困難であって，「無
医地区」及び「無医地区に準じる地区」の要件に該当するもの」と定義されている。しかし、へ
き地の中でも人口規模や医療機関へのアクセスが様々で求められる医療が多様である点、へき
地の定義に当てはまらないが医療過疎に直面している地域がある点が指摘されている。 
へき地において疾患や患者層を都市部と比較したり、医師、看護師などの医療従事者を確保する
ため人的・経済的支援の分配を決定したりするために米国、オーストラリア、カナダ、中国など
諸外国では人口密度、基幹病院までの距離など複数の指標を組み合わせて「へき地尺度」を開発
している。 
これまで、わが国においてこの様なへき地尺度は存在しておらず、医師偏在の解消を目的に 2019
年に厚生労働省より医師偏在指標が提案された。しかし、医師偏在指標は二次医療圏毎の指標で
あり、へき地等の地理的条件は変数として取り扱われていない。その代替案として都道府県毎に
「医師少数スポット」を定めることを可能としているが、医師少数スポットを設定するのに必要
なへき地の定義や度合いは示されていない。医療政策上、「へき地」と「それ以外」という指標
しか存在しない状態に、段階的かつ客観的なへき地尺度の概念を導入することでへき地医療の
都市部との比較や医療従事者の公正な分配が可能となると考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
我々は、わが国の保健医療分野で使用可能なへき地尺度を開発することが可能と考えており、へ
き地尺度の開発及びその尺度を用いたへき地医療に関する臨床研究ネットワークの構築が本研
究の目的である。 
 
 
３．研究の方法 
本研究ではまず、諸外国での現状を把握するためにこれまで他国や他地域で作成されたへき地
尺度についてのスコーピングレビューを行った。その結果を元に、わが国のへき地尺度作成に用
いる項目の候補を挙げ、へき地医療従事者・行政関係者・住民を含むエキスパートパネルでのグ
ループディスカッション、アンケートを行い項目を選定した。選ばれた項目を元にへき地尺度を
作成し、平均寿命・医師偏在指標など既存の指標との相関を算出し妥当性を検証した。 
 
 
 
４．研究成果 
医療におけるへき地の度合いを表す尺度として医療のためのへき地尺度（Rurality Index for 
Japan: RIJ)を開発した。RIJ は郵便番号ごとに人口密度・直近の二次及び三次救急病院までの
距離・離島・特別豪雪地帯の 4つの指標をスコア化したものであり、1が最も都市部、100 が最
もへき地を表す。図 1に郵便番号、市区町村、二次医療圏、都道府県ごとに地図上に RIJ を示し
た。現在までに関連する英語論文 4編が発表され、学術講演 9件が行われている。RIJ は申請す
れば無償で研究利用が可能であり、これまで 100 名以上の研究者、行政職員が申請を行ってい
る。また、へき地医療に携わる医療者による研究ネットワークを立ち上げ、現在 86 名が参加し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 1 郵便番号、市区町村、二次医療圏、都道府県ごとの RIJ 
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